
議案第２０号

令和３年度

栗山町水道事業会計予算書

北海道夕張郡栗山町



（総則）

第１条　令和３年度栗山町水道事業会計予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（1）　給水人口 11,380 人

（2）　年間総配水量 1,406,000 ㎥

（3）　１日平均配水量 3,852 ㎥

（4）　主な建設改良事業 191,586 千円

老朽管更新事業費 105,650 千円

配水施設整備費 54,560 千円

浄水施設整備費 31,376 千円

（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款　水道事業収益 400,164 千円

第１項　営業収益 373,632 千円

第２項　営業外収益 26,532 千円

第１款　水道事業費用 367,189 千円

第１項　営業費用 337,525 千円

第２項　営業外費用 29,564 千円

第３項　予備費 100 千円

令和３年度　栗山町水道事業会計予算

収入

支出
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（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２０４，８６２千円は、減債積

　立金３５，７６０千円及び当年度分損益勘定留保資金１４９，９０６千円及び当年度分消費税等資本的収支調整額１９，１９６千円で補てんす

　るものとする。）

第１款　資本的収入 193,041 千円

第１項　企業債 166,200 千円

第２項　出資金 3,241 千円

第３項　工事負担金 23,600 千円

第１款　資本的支出 397,903 千円

第１項　建設改良費 211,126 千円

第２項　企業債償還金 186,777 千円

収入支出差引不足額 204,862 千円

（企業債）

第５条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。　

（単位：千円）

3.資本費平準化債 20,000

普通貸借・証券発行

及び証書借入

3.8％以内 （ただし、利率見

直し方式で借り入れる資金に

ついて、利率見直しを行った

後においては、当該見直し後

の利率）

40年以内（うち据置 5年以内）の半年賦

元利均等償還及び半年賦元金均等償還、

ただし、都合により償還期間を短縮し、

もしくは繰上償還することができる。

2.浄水施設整備事業 29,200

117,0001.老朽管更新事業

収入

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

支出



（一時借入金）

第６条　一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（1）　営業費用と営業外費用との間

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はこれ以外の経費をこの経費の金額に流用する

　場合は、議会の議決を経なければならない。

（1）　職員給与費　　　３８，１０７千円

（たな卸資産購入限度額）

第９条　たな卸資産の購入限度額は、１０，０００千円と定める。
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収入 （単位：千円）

予定額

1 水道事業収益 400,164

1 営業収益 373,632

1 給水収益 370,373 水道料金による収益

2 受託工事収益 2,206 給水装置の工事及び修繕の工事受託による収益

3 その他営業収益 1,053 指定手数料及び消火栓維持管理負担金による収益

2 営業外収益 26,532

1 受取利息及び配当金 175 預金及び貸付金利息

2 他会計負担金 773 一般会計負担金

3 長期前受金戻入 25,535

4 雑収益 49

仮受消費税 (33,730)

備考款項目

令和３年度　栗山町水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出



支出 （単位：千円）

予定額

1 水道事業費用 367,189

1 営業費用 337,525

1 原水及び浄水費 100,441

管理に要する費用

2 配水及び給水費 19,169

する費用

3 業務費 18,361

4 総係費 14,441

5 受託工事費 9,672

6 減価償却費 166,441

7 資産減耗費 9,000

2 営業外費用 29,564

1 支払利息及び企業債取扱諸費 19,564 企業債及び一時借入金利息

2 消費税及び地方消費税 9,000

3 雑支出 1,000

3 予備費 100

1 予備費 100

仮払消費税 (9,442)

款項目

固定資産の減価償却費

資産の除却損又は廃棄損に係る費用

給水装置工事及び修繕用の受託工事に要する費用

　　備考

給水量の検針及び料金の調定に要する費用

原水の取り入れ並びに原水のろ過殺菌に要する費用及び設備の維持

配水管その他浄水の配水にかかる設備及び給水装置の維持管理に要

事業活動の全般に関する費用
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収入 （単位：千円）

予定額

1 資本的収入 193,041

1 企業債 166,200

1 企業債 166,200 建設改良費等に対する企業債

2 出資金 3,241 　

1 出資金 3,241

3 工事負担金 23,600

1 工事負担金 23,600 補償等工事による原因者負担金

仮受消費税 （­）

資本的収入及び支出

　　備考

統合簡易水道事業出資金

款項目



支出 （単位：千円）

予定額

1 資本的支出 397,903

1 建設改良費 211,126

1 老朽管更新事業費 105,650 老朽管の更新に要する費用

2 配水施設整備費 54,560 配水管等の整備に要する費用

3 浄水施設整備費 31,376 浄水場の整備に要する費用

4 固定資産取得費 19,540 量水器等固定資産の取得に要する費用

2 企業債償還金 186,777

1 企業債償還金 186,777 企業債償還元金

仮払消費税 (19,196)

　　備考款項目
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（消費税抜き、単位：千円）

前年度決算見込額 当年度予定額 増減

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

１ 当年度純利益 21,862 17,787 △ 4,075

２ 減価償却費 167,957 166,441 △ 1,516

３ 引当金の増減額(△は減少) 242 △ 249 △ 491

４ 長期前受金戻入(△) △ 26,187 △ 25,535 652

５ 受取利息及び受取配当金(△) － － －

６ 支払利息 22,173 19,564 △ 2,609

７ 固定資産除却費等 6,844 9,000 2,156

８ 未収金の増減額(△は増加) △ 2,641 101 2,742

９ 未払金の増減額(△は減少) 758 784 26

１０ たな卸資産の増減額(△は増加) － － －

１１ 前払費用等の増減額(△は増加) － － －

　小計 191,008 187,893 △ 3,115

１２ 利息及び配当金の受取額 － － －

１３ 利息の支払額(△) △ 22,173 △ 19,564 2,609

業務活動によるキャッシュ・フロー 168,835 168,329 △ 506

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

１ 固定資産の取得による支出(△) △ 166,074 △ 191,930 △ 25,856

２ 国庫補助金、負担金等による収入 0 23,600 23,600

３ 一般会計からの出資金による収入 3,202 3,241 39

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 162,872 △ 165,089 △ 2,217

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

１ 建設改良費等企業債の発行による収入 161,300 146,200 △ 15,100

２ 建設改良費等企業債の償還による支出(△) △ 219,388 △ 186,777 32,611

３ その他の企業債の発行による収入 50,000 20,000 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 8,088 △ 20,577 △ 12,489

Ⅳ 現金預金増減額(△は減少) △ 2,125 △ 17,337 △ 15,212

Ⅴ 現金預金期首残高 396,038 393,913 △ 2,125

Ⅵ 現金預金期末残高 393,913 376,576 △ 17,337

令和３年度　栗山町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）



１　総括

383 5,290 439 9 24 12,478623

△374 97238 △663 △104 9 — △2,015

計

198 3,324 596 861 480 4,627 335

管理職 住居 期末 寒冷地

管理職

特別

通勤

18 24 10,463

（　　）内は、短時間勤務職員外書き

職員手当

の内訳

区分 扶養 勤勉 時間外

954 3,786 970

△756 △462

本年度

前年度

比　較

6,787 38,107

(—) (1.0)

— 0 41 △1,754 △2,015 △3,728

(—) (1.0)

△912 △4,640

— 5.0 1,526 21,044 12,478 35,048 7,699 42,747

比　較

(—) (—)

前年度

給与費明細書

（単位：千円）

区分

職員数（人） 給与費

法定福利費 合計

特別職 一般職 報酬 給料 職員手当 計

本年度

— 5.0 1,567 19,290 10,463 31,320
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ア　会計年度任用職員以外の職員

5,181 439 9 24 12,369

238 97 △720 △104 △2,0729 —

期末 寒冷地

管理職

特別

通勤 計

198 3,324 596 10,297861 480 4,461 335 18 24

職員手当

の内訳

区分 扶養 勤勉 時間外 管理職 住居

954 3,786 970 623 383

△756 △462 △374

本年度

前年度

比　較

— — △1,754 △2,072 △3,826 △912 △4,738

比　較

— 5.0 — 19,290 10,297 6,787 36,374

—

29,587

7,699 41,112

（単位：千円）

区分

職員数（人） 給与費

法定福利費 合計

特別職 一般職 報酬 給料 職員手当 計

21,044 12,369 33,413

本年度

前年度

— 5.0 —



イ　会計年度任用職員

57

— 166 — 166

（　　）内は、短時間勤務職員外書き

職員手当

の内訳

区分 時間外 期末 通勤 計

— 109 — 109

— 57 —

(—) (1)

— — 41 — 57 98 — 98

— — 1,526 — 109 1,635

(—) (1)

— 1,635

— — 1,567 — 166 1,733 — 1,733

本年度

前年度

比　較

本年度

前年度

比　較

（単位：千円）

区分

職員数（人） 給与費

法定福利費 合計

特別職 一般職 報酬 給料 職員手当 計

(—) (1)
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２　給料及び職員手当の増減額の明細

区分 増減額 説明

千円 千円 給与改定の状況

　前年度給料改定率 －％

—

　平均昇給率 2.39％

　昇給期別職員数  1月　4人

職員の異動状況

現に在籍する職員数　 その他 計

本年度 5人 －人 5人

前年度 5人 －人 5人

増　減 －人 －人 －人

採用・退職の状況 採用 退職

令和3年度 －人 －人

その他の増減分 △ 2,015

３　給料及び職員手当の状況

（１）職員１人当たり給与

（単位：円） （単位：円）

技術職 平均 区分 事務・技術職

平均給与月額 655,000 356,530 高校卒

 平均年齢（歳） 51歳4月 42歳7月 新給与表1-5

平均給与月額 382,806 399,733 大学卒

 平均年齢（歳） 46歳0月 46歳6月 新給与表1-25

令和2年4月1日現在

403,965

令和3年4月1日現在

309,950

給料

職員手当 △ 2,015

区分

給与改定に伴う増減分

昇給に伴う増加分

△ 1,754

150,600

182,200

284

46歳8月 

36歳10月 

事務職

備考

その他の増減分 △ 2,038

増減事由別内訳

（２）初任給

　前年度給与改定実施時期　　－

制度改正に伴う増減分 —



（３）級別職員数

６ ６

５ ５

４ ４

３ ３

２ ２

１ １

計 計

６ ６

５ ５

４ ４

３ ３

２ ２

１ １

計 計

（４）期末・勤勉手当

本年度

前年度 2.250

2.225 2.225

2.250

令和３年４月１日現在

－

672

3

－

－

－

1

－

－

区分

4.450

4.500

職制上の段階・職務の

級等による加算措置

有

有

100

（月分）

支給率計

1

－

－

－ －

－

－

－－

－

1 100

技術職

100

50

－

構成比

(人）

1

－

1

－

－

－

－

級

(％）

50

６月（月分） 　１２月（月分）

－

4

支給期別支給率

100

事務職

職員数

令和２年４月１日現在

25

50

区分

25

100

－

－

－

1

級

1

－

33

－

構成比

2

－－

2

－

職員数

－

(％）(人）

－
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（単位：千円）

金額 国道支出金 地方債 その他

栗山町水道施設管理委託業務 36,190 36,190 36,190令和3

期間

令和2

金額

—

債務負担行為に関する調書

事項 限度額

前年度末までの支払

義務発生（見込）額

当該年度以降の支払

義務発生予定額

左の財源内訳

特定財源

一般財源

期間



（単位：千円）

１ 固定資産

⑴ 有形固定資産

イ 土地 36,984

ロ 建物 519,626

減価償却累計額(△) △ 321,114 198,512

ハ 構築物 6,683,008

減価償却累計額(△) △ 2,895,862 3,787,146

ニ 機械及び装置 1,417,948

減価償却累計額(△) △ 927,712 490,236

ホ 車両運搬具 4,302

減価償却累計額(△) △ 3,952 350

ヘ 工具器具及び備品 61,074

減価償却累計額(△) △ 50,039 11,035

ト 建設仮勘定 －

有形固定資産合計 4,524,263

⑵ 投資その他の資産

イ リサイクル預託金 12

投資その他の資産合計 12

固定資産合計 4,524,275

２ 流動資産

⑴ 現金預金 376,576

⑵ 未収金 37,724

⑶ 貯蔵品 2,458

⑷ 前払金 －

⑸ 貸倒引当金(△) △ 2,107

流動資産合計 414,651

資産合計 4,938,926

３ 固定負債

⑴ 企業債

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 1,393,942

ロ その他の企業債 229,375

企業債合計 1,623,317

固定負債合計 1,623,317

令和３年度　栗山町水道事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）

＜資産の部＞

＜負債の部＞

- 15 -



- 16 -

４ 流動負債

⑴ 企業債

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 119,698

ロ その他の企業債 31,250

企業債合計 150,948

⑵ 未払金 10,318

⑶ 前受金 279

⑷ 引当金

イ 賞与引当金 2,595

ロ 法定福利費引当金 474

引当金合計 3,069

流動負債合計 164,614

５ 繰延収益

⑴ 長期前受金 2,105,818

長期前受金収益化累計額（△） △ 483,693

繰延収益合計 1,622,125

負債合計 3,410,056

６ 資本金

⑴ 自己資本金

イ 固有資本金 14,463

ロ 繰入資本金 632,738

ハ 組入資本金 123,132

自己資本金合計 770,333

資本金合計 770,333

７ 剰余金

⑴ 資本剰余金

イ 国庫補助金 49,634

ロ 工事負担金 18,078

ハ 受贈財産評価額 8,269

資本剰余金合計 75,981

⑵ 利益剰余金

イ 減債積立金 85,017

ロ 建設改良積立金 240,000

ハ 利益積立金 58,180

ニ 当年度未処分利益剰余金(△累積欠損金) 299,359

利益剰余金合計 682,556

剰余金合計 758,537

資本合計 1,528,870

負債・資本合計 4,938,926

＜資本の部＞



１ 営業収益 （単位：千円）

⑴ 給水収益 324,090

⑵ 受託工事収益 1,260

⑶ その他営業収益 941 326,291

２ 営業費用

⑴ 原水及び浄水費 84,528

⑵ 配水及び給水費 17,588

⑶ 業務費 16,491

⑷ 総係費 14,629

⑸ 受託工事費 8,829

⑹ 減価償却費 167,957

⑺ 資産減耗費 6,844 316,866

営業利益（△損失） 9,425

３ 営業外収益

⑴ 受取利息及び配当金 －

⑵ 他会計負担金 9,312

⑶ 長期前受金戻入 26,187

⑷ 貸倒引当金戻入 －

⑸ 雑収益 111 35,610

４ 営業外費用

⑴ 支払利息及び企業債取扱諸費 22,173

⑵ 貸倒損失 －

⑶ 雑支出 1,000 23,173 12,437

経常利益（△損失） 21,862

当年度純利益(△純損失) 21,862

前年度繰越利益剰余金(△繰越欠損金) 268,567

その他の未処分利益剰余金変動額 △ 22,755

当年度未処分利益剰余金(△累積欠損金) 267,674

令和２年度　栗山町水道事業予定損益計算書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）
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（単位：千円）

１ 固定資産

⑴ 有形固定資産

イ 土地 36,984

ロ 建物 519,626

減価償却累計額(△) △ 309,001 210,625

ハ 構築物 6,547,262

減価償却累計額(△) △ 2,797,570 3,749,692

ニ 機械及び装置 1,425,735

減価償却累計額(△) △ 929,833 495,902

ホ 車両運搬具 4,302

減価償却累計額(△) △ 3,575 727

ヘ 工具器具及び備品 61,074

減価償却累計額(△) △ 47,230 13,844

ト 建設仮勘定 －

有形固定資産合計 4,507,774

⑵ 投資その他の資産

イ リサイクル預託金 12

投資その他の資産合計 12

固定資産合計 4,507,786

２ 流動資産

⑴ 現金預金 393,913

⑵ 未収金 37,825

⑶ 貯蔵品 2,458

⑷ 前払金 －

⑸ 貸倒引当金(△) △ 2,357

流動資産合計 431,839

資産合計 4,939,625

３ 固定負債

⑴ 企業債

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 1,367,440

ロ その他の企業債 240,625

企業債合計 1,608,065

固定負債合計 1,608,065

令和２年度　栗山町水道事業予定貸借対照表

（令和３年３月３１日）

＜資産の部＞

＜負債の部＞



４ 流動負債

⑴ 企業債

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 161,777

ロ その他の企業債 25,000

企業債合計 186,777

⑵ 未払金 9,534

⑶ 前受金 279

⑷ 引当金

イ 賞与引当金 2,595

ロ 法定福利費引当金 473

引当金合計 3,068

流動負債合計 199,658

５ 繰延収益

⑴ 長期前受金 2,082,218

長期前受金収益化累計額（△） △ 458,158

繰延収益合計 1,624,060

負債合計 3,431,783

６ 資本金

⑴ 自己資本金

イ 固有資本金 14,463

ロ 繰入資本金 629,497

ハ 組入資本金 123,132

自己資本金合計 767,092

資本金合計 767,092

７ 剰余金

⑴ 資本剰余金

イ 国庫補助金 49,634

ロ 工事負担金 18,078

ハ 受贈財産評価額 8,269

資本剰余金合計 75,981

⑵ 利益剰余金

イ 減債積立金 98,915

ロ 建設改良積立金 240,000

ハ 利益積立金 58,180

ニ 当年度未処分利益剰余金(△累積欠損金) 267,674

利益剰余金合計 664,769

剰余金合計 740,750

資本合計 1,507,842

負債・資本合計 4,939,625

＜資本の部＞
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注記

１　重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）固定資産の減価償却の方法

イ　有形固定資産

定額法

主な耐用年数

建物 10 年～65 年

構築物 10 年～80 年

機械及び装置 5 年～20 年

車両運搬具 5 年～7 年

工具、器具及び備品 5 年～15 年

（２）引当金の計上方法

イ　貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上している。

ロ　退職給付引当金

職員の退職手当は、「栗山町水道事業及び下水道事業の退職給付引当金に関する取扱要領」に基づき、水道事業が毎期支出する退職

手当組合に対する普通負担金及び追加負担のうちの事前納付金を除き、一般会計がその全部を負担することとなっているため、退職給付

引当金は計上していない。

ハ　賞与引当金及び法定福利費引当金

職員の期末手当・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事業

年度の負担に属する額を計上している。

（３）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２　予定貸借対照表等に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

貸借対照表に計上されている企業債（１年以内に償還予定のものも含む）のうち「水道事業に対する繰出基準」に基づき、企業債の償還

に要する資金の一部を一般会計が負担すると見込まれる額は６１，３０５千円である。


